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＜連絡事項＞
なし
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　忠明様～南山苑日沢SWより架電あり。

	ご家族と調整し、退院日時を3/4（木）10時で希望されているとのこ　　とであった。（退院時処方は3/8（月）までを希望）
※ご家族より予定時間前に退院時に着用する衣服を持参されるとのこと。




・引木　勇雄様～主治医より下記処方あり
・退院時薬14日分
・不眠時ベルソムラ15㎎1T　14回分（入所施設より希望）
・便秘時センナリド 12㎎1T　14回分
・田中　セツ様～長女様へ「くに眼科」より処方されている点眼液（ラタチモ・ラクリミンの予備があるか確認のため連絡している。
本来は3ヶ月に一度受診予定だったがしばらく受診していていないとの事。当院でも切り替えできるか確認し折り返し連絡すると伝えている。また、退院についても昨日気マネから有料老人ホーム「白山台」の空きがあり退院できるようになったのでと連絡頂いたとの事。3/2（火曜日）で退院予定としていたが時間がまだ決定していないとの事。決まり次第ケアマネかご家族より連絡いただく事としている。
＜安ケ平Dr診察＞
・助川節子様、奈良芽乃子様、定期薬同内容で処方されています。
＜田中Dr診察＞
・栃木　春子様～嚥下不良により今後も誤嚥性肺炎の再発リスクあり経口摂取の際は、 本人の嚥下状態に合わせゆっくり介助するようにとの事
また 姿勢保持も困難なため、日常的にポジショニング調整・発語する機会を設定していくようにとの事　　点滴・抗生剤は2/24～一旦中止の指示。
・山田　みつゑ様～著変なし
下記 臨時薬同内容にて14日分処方あり。
・クエン酸第一鉄Ｎａ50㎎2T　1日2回（朝夕食後）
・ミヤＢＭ細粒1g3包　1日3回（毎食後） 
・フロセミド20㎎0.5T　1日1回（朝食後）
・木村　茂様～右胸郭縮小により左肺への負担 増加しており酸素流量減量した際には
酸素飽和度の低下（7０％）がみられている状況との事。
今後も現在の絶食・点滴管理・酸素投与は必要とのはなしあり
3/1（月）みちのく記念病院へ転院予定だが、再度 情報提供していく。
＜要注目患者様＞
・木村　茂　様～酸素5Ｌ流入中。深夜帯もスタッフコール頻回にあり、不眠で経過しています。日勤帯は点滴トラブルなく、バイタルサインの異常もなし。排便-9日目ですが、排便確認できず。腹部膨満間は無く経過しています。
・中市　正治様～夜間は良眠で経過していますが、活気のなさ見られています。血圧は90台で経過。日勤帯は嘔気の訴えあり、朝1/2、昼1/4程度摂取し終了しています。心窩部付近の疼痛訴え聞かれている。排便-7日目ですが、日中に多量の排便確認しています。
・栃木　春子様～バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下無し。食事は介助にて2/3摂取。自室で穏やかに過ごすも、一時的に、幻聴様の発言あり。点滴トラブル見られず経過。
・河原木宮子様～特に問題行動見られずに経過しています。
・金澤　和夫様～時折、棟内徘徊あるがホールにて過ごされること多く、他者トラブルに繋がる言動なく、問題となる行動も見られずに経過しています。
・中村　さつ様～深夜帯で不眠時ゾルピデム内服していますが、良眠で経過。日中は自室で臥床されたり、他者交流見られている。不満訴え、悲観的発言は聞かれない。
・鎌田　隆子様～夜間良眠。日中は自室で臥床されている。独歩や危険行為なく経過。
・山田　みつゑ様～深夜帯独語聞かれ、不眠で経過。日中は臥床傾向。妄想に左右された発言は聞かれない。
・沢山　等様～深夜帯便失禁し、気付かずに歩いている事あったそうです。日中は便失禁なく過ごされている。対面時不穏さはない。
・平栗　城志様～バイタルサイン異常なし。適宜吸引行っています。
・田沼　清子様～スタッフへ確認行為一時的にみられるも、過度とはならず経過。対面時穏やか。
・松森　英作様～不穏さ無く自室やホールで穏やかに過ごす。時折、他室侵入あり介入要す。介入時、一時的に不機嫌さみられている。
・平濱　カネ様～不穏さ無く対面時穏やか。ホールで過ごす。
・前川　良子様～不穏さ無くホールで穏やかに過ごす。
・五十嵐　貞男様～体温37.2～37.6℃、脈拍99～88回/分、血圧162～176/119～105㎜Hg、酸素飽和度98％。声掛けや痛覚刺激行うも、閉眼し寝息を立てて休まれている。意識レベルⅢ-300。食事は覚醒不良の為、中止。本日、頭部CT施行し、日直医診察にて左前頭の方に硬膜下血種と正中線移動あり。13：20身体治療の必要性あり、家族希望により、日赤病院へ救急搬送となり、硬膜下血腫に対し緊急手術のため、14:00退院となる。
